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令和３年第１回（２月）瀬戸内市議会定例会 

 

行 政 報 告 

 

本日は、令和３年第１回（２月）瀬戸内市議会定例会を招集しましたとこ

ろ、ご多用の中ご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

 

新型コロナウイルス感染症につきましては、先月東京、大阪をはじめ１１

都府県で非常事態宣言が発出され、感染者は減少傾向にあるものの、高リス

クといわれる高齢者の感染者は増加しています。岡山県におきましては、昨

年末「医療非常事態宣言」が発令され、瀬戸内市におきましても複数のクラ

スターが発生する等、いまだ予断を許さない状況となっています。このよう

な中、新型コロナウイルスのワクチン接種が開始されます。国は優先的に接

種する対象者を段階ごとに、まずは医療従事者、次に６５歳以上の高齢者、

その次に基礎疾患を有する方、高齢者施設等の従事者、その後、それ以外の

方という順序で接種することとしています。本市では、ワクチン接種を円滑

に進めるため、２月１日付けでこども・健康部健康づくり推進課内に「新型

コロナワクチン対策室」を新設しました。この対策室は、邑久医師会等医療

機関との調整や、接種体制の準備、市民への周知等の事務を担います。現在

ワクチンの入荷時期等が不明確なこともあり、具体的なワクチン接種の日程

をお示しできませんが、国、県との連絡調整を密にし、国のスケジュールが

決まり次第、速やかにワクチン接種ができるよう準備をしていきます。 

また、今後も市民の皆さまには、「こまめな手洗い」「マスクの着用」「身体

的距離の確保」等感染防止策、とりわけ会食時の飛沫感染防止への協力を呼

び掛けていきたいと考えています。 
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 それでは、主な取組についてご報告させていただきます。 

 

〇 令和３年度当初予算編成について 

 一般会計の予算総額は、約２０９億円で、前年度の最大予算を更に約１３

億５，０００万円上回り、合併後最大の規模を更新した予算となっています。 

 これは、行幸小学校・国府小学校の大規模改修事業やＪＲ駅前等整備事業、

新火葬場整備事業、今城こども園整備事業の事業費などを計上したことが主

な要因となっています。 

 また、太陽のまち基金を活用した「まちづくり事業」のうち子育て世代の

支援策として、高校３年生までの医療費の公費負担の拡大分や満２歳到達月

までの育児用品購入費の一部助成、邑久スポーツ公園冒険の森改修事業など

の事業費を計上しています。 

他にも、ふるさと納税を積み立てた応援基金を活用し、ハンセン病療養所

世界遺産登録推進協議会補助金、タクシー活用助成事業、備前長船刀剣博物

館駐車場整備事業などの事業費を計上しています。 

歳入では、交付税算入のある有利な市債を有効に活用することとしており、

ＪＲ駅前等整備事業や新火葬場整備事業、クリーンセンターかもめ施設集約

化事業などは合併特例事業債の活用を見込んでいます。 

市税は、税制改正などから約７，０００万円の法人市民税の減額、大型償

却資産の年次償却などにより約１億４，０００万円の固定資産税の減額を見

込み、市税全体では約１億６，０００万円の減額を見込んでいます。 

地方交付税は、人口減による減少が見込まれるものの、公債費償還額の変

動や基準財政収入額の見込などから約３億２，０００万円の増額を見込んで

います。また、普通交付税の代替措置である臨時財政対策債は、約４億１，
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０００万円の増額を見込んでいます。 

市債や地方交付税などの増加額を見込んでもなお不足する６億円を財政

調整基金からの繰入れにより、財源調整をしています。 

会計別予算総額や前年度当初予算との比較につきましては、議案と一緒に

配布しています「当初予算概要説明資料」を参照ください。 

 

〇 組織の見直しについて 

令和３年度からの組織の見直しにつきましては、「部の規模の適正化」、「事

務事業の見直し」、「行政需要の変化への対応」を基本に行いました。 

 総務部につきましては、財務部を総務部に統合し、事業の見直し、庁舎再

編、組織再編等行財政改革を一体的に推進するとともに、総務部契約管財課

内に民間の人材を活用し、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）戦略

室を新設します。 

また、総合政策部につきましては、企画振興課内に歴史的なまち並みや景

観を活用した地域活性化を図るための「まちなみ企画室」、ゼロカーボンシテ

ィ等持続可能な社会を目指すための「ＳＤＧｓ推進室」を新設します。  

 さらに、市民部と環境部を統合し、市民生活部とし、窓口サービスの充実

を図るとともに、医療費給付制度の拡充に対応するため、市民生活部内に国

保年金医療給付課を新設します。 

 

〇 子育て支援について 

 子育て世代に選ばれるまちを目指して、子育て環境の充実と子育て世代の

負担軽減を図るため、太陽のまち基金を活用し、これまで実施してきた、不

妊・不育治療の助成事業に加え、新年度新たに出産後から満２歳未満の乳幼

児の保護者に対し、紙おむつや粉ミルク等の育児用品購入費の一部を助成す
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る「すくすくチャイルドサポート事業」や、低所得のひとり親に対し、放課

後児童クラブ利用料の助成を行います。また、これまで財源が大きな課題と

なっていた小児医療費公費負担についても、当基金を活用し、対象を中学校

３年生から高校３年生までに拡充します。 

 さらに、近年増加している低年齢児の保育需要に対応するため、民間のこ

ども園を誘致することとしており、関係予算を今議会に計上しています。 

 

〇 防災情報伝達システムの整備状況について 

 防災情報伝達システム整備事業につきましては、現在本市の地形等の現状

を調査しながら詳細設計を実施しており、市内数十か所に設置する予定の高

性能スピーカーの放送テストを実施し、音声到達範囲等の確認を行っていま

す。 

 高性能スピーカーは、音声の到達範囲が拡大されるだけでなく、均一で明

瞭な音を伝えることが可能で、近くでも遠くでもはっきりと聞き取ることが

できます。この高性能スピーカーを配置することで、屋外における情報伝達

は改善されますが、これにより、屋内を含め市内全域をカバーできるわけで

はありません。新たな防災情報伝達システムを整備していく中で、携帯電話、

テレビ・ラジオ、防災アプリ、インターネット、個別受信機等、市民の皆さ

まに多様な手段で防災情報を入手していただけるよう、ハード面の整備だけ

でなく、ソフト面の整備も併せて研究していきたいと考えています。 

 

〇 庁舎再編計画について 

庁舎再編計画につきましては、長船３施設の耐震化の早期実現を目指し事

業を進めています。３施設の移転時期は、長船分駐所は令和３年度、長船支

所は令和４年度、長船町公民館は令和５年度を目標とし、今議会に本庁西庁
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舎改修工事実施設計及び長船支所新築工事実施設計等の関連予算を計上し

ています。 

また、福祉部等の移転に伴い増加する来庁者及び公用車駐車場用地として

取得が必要なＪＡ岡山用地に関連する予算を、今議会に計上しています。将

来の本庁整備につきましては、近隣の土地や施設の状況等を踏まえ、適時、

適切に検討していきます。 

 

○ 地域活性化起業人交流プロジェクトによる人材派遣について 

三大都市圏に所在する企業等の社員を受け入れ、地域活性化に向けた幅広

い活動に従事してもらうことを目的とした総務省の「地域活性化起業人交流

プロジェクト」を活用し、総合政策部秘書広報課と新設予定のＤＸ戦略室に

外部人材を起用することを計画しています。 

秘書広報課では、ふるさと納税の魅力的な返礼品の開発や販路拡大など寄

附額の増額に向けての取組に従事してもらいます。 

また、ＤＸ戦略室では、総務省が策定した「自治体デジタル・トランスフ

ォーメーション（ＤＸ）推進計画」に示された内容を推進するための牽引役

として従事してもらう予定です。 

 

○ 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る大臣表彰について 

 平成３０年１１月から令和２年３月まで実施した「山鳥毛里帰りプロジェ

クト」における企業版ふるさと納税制度を活用した取組が評価され、令和２

年度「地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る大臣表彰」を受賞し

ました。 

２月１日には受賞式が開催され、オンラインで、内閣府特命担当大臣（地

方創生担当）から表彰されました。 
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○ ＪＲ赤穂線のダイヤ改正への対応について 

昨年１２月１８日にＪＲ西日本岡山支社が、３月１３日付けの春のダイヤ

改正において、「乗客の利用状況に合わせて運転区間を見直す」として、１０

時台から１５時台までの西大寺駅－長船駅間の上下便をそれぞれ１時間当

たり２便から１便に減便する旨を発表しました。 

本市にとって、市民の通勤・通学等にかけがえのない存在であることから、

同じく減便対象となった山陽本線沿線の岡山市、赤磐市、和気町及び備前市

の４市１町で連携して、ＪＲ西日本岡山支社に再考の要望を行いました。 

運行本数の減少による利便性の低下が更なる乗客離れにつながるという

悪循環にならないよう、今後も公共交通事業者や関係自治体とも連携し、利

用客の増加対策に取り組んでいきます。 

 

○ 前島地域内交通の導入について 

平成２７年度に策定した「瀬戸内市地域公共交通網形成計画」に基づき導

入した、市営バス６路線やタクシー活用制度により、バス停から４００ｍ、

邑久駅、長船駅から１㎞圏外を基準とする公共交通不便地域は、牛窓町前島

地区の一部のみとなりました。 

この牛窓町前島地区において、運転免許証を保有していないなどの理由で

外出が困難な高齢者等を対象とし、自宅から前島側のフェリー乗り場までの

移動にお使いいただく新たな地域内交通を導入する予定としています。 

 

〇 新火葬場整備について 

瀬戸内市と岡山市の連携による瀬戸内市新火葬場整備につきましては、昨

年１２月９日に玉津地区の住民の皆さまを対象に、工事内容、工事日程等に
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ついて説明会を実施しました。その後事業者が決定し、現在第１期工事とし

て整備工事に着手したところです。第１期工事の主要な工事は、ブルーライ

ンからの進入路や調整池の工事で、工事施工に伴い３月以降はブルーライン

を片側交互通行とする予定のため、利用者の方にはご不便をおかけすること

になります。 

また、岡山市との火葬に係る事務の委託に関する規約及び協定に基づき、

新火葬場建設、運営について連絡調整を図るため、「岡山市と瀬戸内市の間に

おける火葬に係る事務の委託に関する連絡会議」を設置し、第１回の会議を

２月１日に開催しました。会議では、工事の状況や令和３年度の事業予定等

について確認をしました。今後も岡山市との連携を密にするとともに、地域

住民の皆さまにも工事の進捗等について十分な説明を行いながら、令和６年

度の供用開始を目指していきます。 

 

○ ひきこもり支援推進事業について 

ひきこもり支援推進事業につきましては、令和３年４月から社会福祉協議

会に事業を委託し、「ひきこもりサポートセンター（仮称）」を設置します。 

センターでは相談窓口を広く周知するとともに、市関係部署や関係機関と

連携した支援体制を構築し、社会参加に向けた切れ目のない支援を行ってい

きます。 

 

○ 介護保険料について 

介護保険制度では、市町村は国の定めた基本方針に即して３年を１期とす

る市町村介護保険事業計画を定めることとされており、このたび第８期介護

保険事業計画を策定しました。計画の中、介護保険料につきましては、新型

コロナウイルス感染症による現在の社会状況等を考慮し、介護給付費準備基
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金を充てることにより、第７期と同額の６，２００円を予定しています。 

 

○ 高齢者補聴器助成について 

加齢に伴う聴力の低下は、治療等による改善が難しく、このことが要因と

なり、社会参加への意欲が減退する傾向にあります。 

社会との関りが減ることによって、脳への刺激が減少することから、認知

傾向になる可能性も指摘されています。 

高齢者の外出を促すとともに、フレイル予防にもつながることから、この

たび、高齢者を対象とした補聴器購入の助成制度を設けることとしました。 

正しく調整された補聴器を使用することで、これまでと同様の生活を維持

することができると考えています。 

関連予算を今議会に提出しています。 

 

○ 企業誘致の進捗状況と新たな取組について 

計画を進めている第２宮下産業団地につきましては、年度内には農村地域

産業導入促進法に基づく実施計画書を公表できる見込みとなっています。次

に、企業誘致の状況につきましては、現在、特定の１社と交渉を継続してい

ます。実現に向け、地元関係者の方々とも協議を行い、積極的に取り組んで

いきます。 

また、コロナ禍にあって社会情勢が変化する中、地域経済の活性化を図る

ため、新たに、市内の中小企業者の再投資をサポートし、民有地を活用した

企業誘致を促進する補助制度を創設します。そのための関連予算を今議会に

計上しています。 

 

○ ＪＲ駅前等整備事業の進捗について 
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ＪＲ３駅の駅前等整備事業につきましては、既に排水溝や駐輪場等の周辺

工事に着手していますが、その中で、市営駐車場や駐輪場の安全性等を確保

するため、不足する事業用地の買収について検討を重ねてきた邑久駅の整備

につきましては、この度、瀬戸内市商工会の場所等を事業区域に含めること

について、関係者との間で前向きに話を進めることができる見込みとなりま

した。今後は、設計等の見直しを行いながら、利便性の高い駅前整備となる

よう事業を進めていきます。 

 

〇 文化観光振興について 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、本市を訪れる観光客も減少

している中、令和４年度を中心に前後３年間、岡山県とＪＲが主体となって

全国に向け誘客プロモーションを行う「岡山デスティネーションキャンペー

ン」が実施されます。来年度は７月から９月までプレキャンペーンとして実

施されるため、本市も同キャンペーンに参加し、国宝「山鳥毛」をはじめと

する刀剣文化や、牛窓地域を中心にキャンペーンのメインテーマである「ア

ートとグルメ」を発信することで、市内周遊や誘客促進を図っていきます。 

さらに、観光形態の多様化に対応するため、観光資源を多角的な視点から

捉え、観光施策に生かしていきたいと考えています。 

 

〇 備前長船刀剣博物館及び市立美術館について 

博物館及び美術館におきましても、感染症の影響により、入館者が大幅に

減少しているところですが、博物館におきましては、新たに刀職の作業につ

いて、普段見ることができない目線で楽しむことができるＶＲ動画の有料配

信を開始しました。併せて来年度は、山鳥毛のＶＲコンテンツ化を実施し、

博物館の魅力の向上に努めるとともに、アフターコロナに向けて、多くの
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方々に博物館へお越しいただくため、入館者用の駐車場整備を進め、観光客

の受け入れ態勢の強化を図っていきます。 

また、美術館では、市にゆかりのある著名な作家を顕彰する特別展を開催

するなど、魅力的な芸術文化の発信をしていきます。 

 

○ 医療従事者等への新型コロナウイルスワクチン接種について 

 ３月中旬からの医療従事者等への新型コロナウイルスワクチン接種につ

いて、瀬戸内市民病院は、ワクチンの保管や供給、接種を担当する基本型接

種施設に選定されました。メーカーから直接配送されたワクチンを保管する

ための超低温冷凍庫を院内に設置し、接種のみを担当する連携型医療施設ご

とに必要数量を梱包して冷蔵で供給します。 

接種対象となる医療従事者等は、自院職員をはじめ近隣の病院や診療所、

薬局の職員、救急隊員や自治体担当職員等で、県が接種対象人数を取りまと

め、２月中旬以降、郡市医師会を通じて、接種券付き予診票を配布する予定

です。 

 

〇 令和２年中の火災救急概況について 

火災の状況につきましては、令和２年中の火災件数は１０件で、前年より

９件減少しています。内訳は、建物火災７件、車両火災１件、その他の火災

２件で、１人が負傷しています。前年より減少していますが、市民の皆さま

への広報活動は継続し、予防啓発に努めていきます。 

 次に、救急の状況につきましては、出動件数は１，６６２件で、前年と比

べて２２４件の減少となっています。 

 事故種別では、急病が１，０１２件で６０．９％、年齢別では６５歳以上

の方が１，１１１人で７０．１％、程度別では、軽症が５３８人で３３．９％
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であり、前年より減少しているものの、急病、高齢者、軽症者が依然高い割

合となっています。このことからも、救急車の適正利用、高齢者の家庭内事

故を防ぐため「予防救急」の啓発活動に努めていきます。 

 また、一般社団法人日本損害保険協会から高規格救急自動車が寄贈され、

令和２年１２月１５日に受納式が執り行われた後、同日から瀬戸内市消防署

で運用を開始しています。 

 

さて、今議会で提案申し上げます案件は、人事３件、条例６件、補正予算

１１件、当初予算１０件、その他１０件、計４０件です。 

よろしくご審議をいただき、適切なご決定をいただきますようお願い申し

上げて、市長部局の報告を終わらせていただきます。 

 

令和３年２月２２日 

 

瀬戸内市長 武久 顕也  


